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ある日の夕方、山の中腹に虹をみかけました。いつものよ
うに色の数を数えていました。なんとなくいい気持ちになり
ました。 ①
帰宅してプリズムの分光や豊かな自然の中の虹の画像を、思
わず探ったりしました。
かってYAC中高生宇宙基礎講座で講師の方が紹介されたス
ライドを思いだしました。虹の色と光の波長をむすびつけて
説明されていました。 ②③⑥
窓際（まどぎわ）の机上のガラスコップや魚をかっている水
槽（すいそう）で虹を見つけた記憶もあります。

虹の色と光の波長を結び付けて学ぶ絶好の教材がYAC教材
にあります。簡易分光器です。設計図も紹介されています。
製作方法等の紹介は次の説明から始まります。

太陽光や電灯の光などを分光してスペクトルを観察すると、それぞ

れに特徴があることに気づきます。また、光を波長ごとに分けて観
察することは、人工衛星による地球環境の観測や、天体の観測にも
利用されていることの学習につながります。

簡易分光器のグレーティングシート側❶から青空等をのぞくと虹色

のスペクトル❷をみることができます。

YACサイトでは次の項目を説明しています。
・工作の準備 ・分光器の工作 ・分光器を使って空
（太陽光）や電灯の光を調べよう ・分光のしくみ
・地球観測衛星と光の波長

https://www.yac-j.com/wp-content/uploads/2024/12/4-16.pdf
＊グレーティングシートとは、透明なフィルムの表面に、１㎜あたり数百〜数千
本という非常に細かい溝が規則正しく刻まれたシートです。この溝によって光が
波長ごとに分かれる（分散する）現象を利用し、光を虹色に分解・観察します。

① ②

③

❶
❷

④

⑥

⑤

簡易分光器

虹を糸口に「分光→色合成」という過程に興味がわき
ます。人間と衛星データとの対比は興味深いです。 ⑥
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光の三原色を確認できるウエブサイトがあります。
https://futr.github.io/satelliteeye-web/

分光する画像を用意します。 ❸❹
画像下の、R/G/Bを順にタップします。❺R❺Ｇ❺Ｂ
そこでは、❸のセキチクやメランポリーやツツジの元の色
は確認できません。
センチネル２のバンドデータはどのように分光されている
のでしょうか。
センチネル２衛星はエアバス・ディフェンス・アンド・

スペース社製作のMSIインストゥルメントというセンサー
を搭載しています。13バンドデータを取得しています。

可視光バンドが4つ（60mが1つ、10mが3つ）
近赤外線（NIR）バンドが5つ（10mが1つ、20mが4つ）
短波赤外線（SWIR）バンドが2つ（20m）
その他2つの追加バンド（60m）

＊（ ）内は空間分解能
空間分解能は近くにある2つの物体を
見分けられる距離を示しますす。

取得バンドデータの設定は、その衛星運用目的で決まり
ます。センチネル衛星群はESAの衛星です。ESAは欧州宇宙
機関（European Space Agency）の略称です。ヨーロッパの22ヶ
国加盟の世界最大級の宇宙開発・研究機関です。センチネ
ル２衛星は現在3機が運用されています。10日間で同じ場所
を観測します。その日数を回帰日数といいます。

コペルニクスブラウザはどのように色合成をしているので
しょうか。

❺R

❺G
⑥

❺B

だいちの場合 ⒸJAXA

センサの走査方式→
プッシュブルーム方式

⑦

⑧

横１列の固定受光器で、衛星が進行し
ながら観測。デジカメが一度に「面」
の写真をとるのと異なり、コピー機の
読み取りのようにデータを取得します。

マルチスペクトル観測装置（MSI）が13の
バンドデータを取得している。

イメージ図
⑨光の波長と、地球観測センサ

⑦-2
センチネル２のバンドデータ

https://futr.github.io/satelliteeye-web/
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B02
B03
B04

衛星データ分析ソフトEISEの場合

コペルニクスブラウザ色合成のイメージ
13のバンドデータ

利用できる色合成
されたレーヤー

トゥルーカラー

自然な見え方 前ページでの説明

センチネル２データサイトからダウンロード

コペルニクスブラウザからもログインしたらダウンロード可能

トゥルーカラー

＊1.01 GB 

⑩ ⑪

⑫

⑬

⑥-２

⑭
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B03
B04
B08

衛星データ分析ソフトEISEの場合

コペルニクスブラウザ色合成のイメージ
13のバンドデータ

利用できる色合成
されたレーヤー

フォルスカラー

フォルスカラー

B08近赤外線、B04赤、B03 緑のバンドを用いたフォルス
カラー色合成は有用です。植物は赤く吸収される一方で、
赤外線や緑色光の近くで反射するため、植物の密度や生き
生きした健康状態を評価するために最も多く用いられます。
市街地や露出した地面は灰色です。水は青または黒く見え
ます。

可視光

近赤外線

⑩
⑪-2

⑬-2

⑥-２

⑫-2

⑭
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トゥルーカラー画像とフォルスカラー画像とでチューリップ畑を追う！

❾追う畑に 目印を置きます。
目印の数に制約はありません。
例では5つ置きました。

位置情報
52.8321,4.7618

2025-04-26 2025-05-14 2025-06-15 2025-08-14

昨年の開花後

トゥルーカラー

フォルスカラー

2026-05-242026-05-012026-04-292026-04-21

❽これまで目印を置いていた場所の西側に
場面を少しふります。 共有URL
https://link.dataspace.copernicus.eu/e0qh
交差点にマークを置きます。

今年の開花前

トゥルーカラー

フォルスカラー

植物無し

植物無し

植物無し

植物無し

A

A

A

A

B

B

B

B

B

B

B：チューリップ
以外の植物？

A：本年植物ナシ

C

C

C

C
C:前年
植物ナシ

D

D D

・2年連続でチューリップを植えている畑はここ
ではないようです。気づきがありましたか。
・次回はオランダ周辺を移動しましょう

⑮

目印
目印

目印

目印
目印

https://link.dataspace.copernicus.eu/e0qh


光の波長

新鮮な活き活きした植物は

近赤外線を強く反射し，

赤と青の光を吸収する

（光合成，葉の構造）

＜補足・参考資料＞

光の波長と、地球観測センサの違い 近赤外画像の入手

近赤外線のみを通すフィルターをレンズ前につ
けて写真をとる
富士フイルム IR７６（ 7.5cm ×10cm程度）

（波長0.76μm以上）
太陽を直接，目で見ないこと！！

近赤外線切替機能のついたデジ
カメで撮影
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